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大湫町内各社例大祭は滞りなく終了 

神明白山神社 10月 1日 

神田区例大祭 10月 8日 

足又区例大祭 10月 15日 
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町
内
各
社
例
大
祭 

神
明
白
山
神
社
例
大
祭
終
わ
る 

若
衆
代
表 

桐
井 

繁 

早
朝
よ
り
雷
と
強
い
雨
の
降
る
十
月
一
日

に
神
明
白
山
神
社
の
秋
の
例
大
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

今
年
は
四
年
振
り
に
山
車
の
巡
行
も
あ
る

と
の
こ
と
で
我
々
若
衆
も
九
月
の
初
旬
よ
り

お
囃
子
三
曲
、
山
車
巡
行
四
曲
、
神
楽
一
曲
の

練
習
を
行
い
、
前
日
の
山
車
準
備
、
当
日
早
朝

よ
り
清
掃
や
幕
を
張
っ
た
り
し
て
本
番
に
そ

な
え
ま
し
た
。
雨
の
為
山
車
を
曳
く
人
が
集
ま

る
か
不
安
の
中
例
大
祭
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
山
車
が

動
く
頃
に
は
雨

足
も
少
し
弱
く

な
り
、
観
光
の

外
国
人
の
方
々
や
多
く
の
人
に
集
ま
っ
て
頂

き
、
無
事
に
山
車
の
巡
行
も
行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
若
衆
の
方
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
増

え
今
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
も
お
囃
子
や
そ
の
他

の
楽
曲
も
マ
ス
タ
ー
し
て
き
て
、
来
年
以
降
が

楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
各
役
の
方
々
の
ご

協
力
で
事
故
も
無
く
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

た
事
に
感
謝
し
ま
す
。 

 足
又
区 

氏
子
総
代 

奥
村 

寛 

私
が
神
社
に
携
わ
っ
て
か
ら
色
ん
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。 

三
年
前
。
神
明
神
社
の
御
神
木
の
倒
木
に
は

衝
撃
を
受
け
、
私
自
身
、
心
の
や
り
場
が
な
い

悲
し
さ
が
あ
る
な
か
大
湫
の
神
事
に
参
列
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
御
神
木
が
鎮
座
し
神

輿
、
山
車
に
よ
り
祭
り
に
は
活
気
が
戻
り
嬉
し

さ
に
浸
る
一
時
で
し
た
。 

さ
て
、
足
又
区
八
幡
神
社
例
祭
は
、
三
年
ほ

ど
役
員
の
み
で
の
神
事
だ
っ
た
た
め
、
寂
し
さ

を
覚
え
る
限
り
で
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
、
神

事
お
よ
び
餅
投
げ
を
行
う

事
に
し
ま
し
た
。
当
日
の
神

事
で
は
、
雨
天
の
た
め
か
終

始
人
出
が
少
な
い
な
か
で

し
た
。
片
付
け
後
、
公
民
館

前
に
行
く
と
沢
山
の
人
が

餅
投
げ
は
ま
だ
か
と
待
っ
て
い
る
姿
を
見
た

時
は
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
雨
上
が

り
で
足
元
が
悪
い
な
か
、
来
て
下
さ
っ
た
区
民
、

遠
方
の
方
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。 

 

神
田
区 

氏
子
総
代 

 
 

 
 

 
 

桐
井 

賢
次 

氏
子
、
今
年
で
三
期
目
と
な
り
、
協
力
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
等
に
よ
り
、
神
事
の
み
の
お
祭
り
と

な
り
、
残
念
で
し
た
が
、
今
後
は
通
常
通
り
の

お
祭
り
と
な
る
予
定
で
す
。 

今
後
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 



２ 

 

お
祭
り
寸
景 
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髙
橋
妙
子
と
ご
神
木
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

髙
橋 

亨
（G

en

庵
主
人
・
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
） 

２
０
２
２
年

11

月

12

日
、
神
明
大
杉
に
奉
納
す
る
バ
ッ
ハ
の
無
伴

奏
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
が
、
髙
橋
妙
子
の
演
奏
に
よ
り
響
き
わ
た
っ

た
。
そ
の
楽
器
が
、
中
部
楽
器
技
術
専
門
学
校
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
ご
神
木
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
の
だ
っ
た
。
同
じ
日
の

夕
方
に
は
、
大
湫
公
民
館
講
堂
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ば
か
り
で
な

く
、「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
・
さ
ん

ぽ
」
な
ど
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
最
後
は
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」
だ
っ

た
。
中
部
楽
器
技
術
専
門
学
校
の
創
設
者
岩
田
光
義
さ
ん
が
、
倒

れ
た
ご
神
木
の
一
部
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
作
る
こ
と
を
決
断

し
、
杉
の
木
目
が
美
し
く
き
れ
い
な
楽
器
が
出
来
上
が
っ
て
い

た
。
そ
の
ご
縁
で
ご
神
木
の
楽
器
を
弾
け
る

こ
と
を
、
妙
子
は
と
て
も
光
栄
だ
と
感
じ
て

い
て
、
演
奏
会
が
実
現
し
た
の
だ
っ
た
。 

大
杉
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
一
年
、
今
年
も
ま

た
公
民
館
で
の
ご
神
木
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
、
棚
橋
さ
ん
た
ち
大

湫
町
の
皆
様
の
ご
熱
意
で
実
現
す
る
。
今
回

は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
で
は
な
く
、
岡
本
典

子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
と
一
緒
に
演
奏
で
き
る
こ
と
が
楽
し
み
と
な
る
。

妙
子
は
私
・
髙
橋
亨
が
名
古
屋
大
学
に
赴
任
し
た
こ
と
が
縁
で
、
長
く
名

古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
団
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。

も
と
も
と
小
編
成
の
室
内
楽
が
好
き
で
、
東
京
ゾ
リ
ス
テ
ン
で
活
動
、
名

古
屋
時
代
に
も
何
度
か
カ
ル
テ
ッ
ト
や
ト
リ
オ
を
編
成
し
た
り
し
て
、

ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。 

１
９
９
５
年
に
私
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
客
員
教
授
と
し
て
『
源

氏
物
語
』
な
ど
日
本
文
学
を
教
え
に
渡
米
し
た
時
に
は
、
音
楽
学
部

の
客
員
研
究
員
と
し
て
コ
ワ
ル
ス
キ
氏
に
学
び
、
ヘ
ル
ガ

&

ア
レ

ン
・
ウ
ィ
ノ
ル
ド
夫
妻
と
ト
リ
オ
の
演
奏
会
も
行
い
、
そ
の
後
２
０

１
０
年
に
は
名
古
屋
で
も
実
現
し
た
。
名
古
屋
で
は
、
専
門
分
野
が

ま
っ
た
く
異
な
っ
た
音
楽
好
き
の
人
々
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
に
関
す
る
お
話
や
プ
チ
演
奏
会
を
楽
し
ん
で
き
て
い
る
。

そ
う
し
た
気
楽
で
自
由
な
人
々
と
の
ご
縁
が
、
大
湫
町
に
ま
で
広
が

っ
て
こ
の
演
奏
会
が
実
現
し
た
こ
と
が
楽
し
い
。 

   

「
ケ
ン
ケ
ニ
」
の
響
き 

 

渡
辺
弘
樹 

大
湫
町
西
区
出
身
、
大
阪
在
住
の
私
は
、
１
５
年
ほ
ど
前
に
魅
せ
ら
れ

大杉 音元
おとはじめ
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大杉音元
おとはじめ

 抹茶会 
日時 11月 12日（日）10：00～15：00 

場所 大湫神明神社 大杉前 

雨天時は西森（山車蔵横の古民家）で行います 

申込 不要 

参加費 町内 一般 300円 中学生以下 100円 

町外 一般 500円 中学生以下 300円 

３人のイラストを元に多治見の和菓子屋：かね政さんに特別制作し

てもらいました。当日限定販売です。 

抹茶を点てる先生は裏千家淡交会愛知第二支部の林宗厚さんで

す。 

 

主 催 大湫町コミュニティ推進協議会 

企 画 熊谷智代 加藤暁絵 

運 営 大湫若手チームててて 

問合せ 棚橋哲夫 090-7862-2303 

 

た
ア
フ
リ
カ
の
伝
統
音
楽
を
現
地
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
師
事
し
演
奏
や

文
化
を
学
び
な
が
ら
、
同
じ
志
を
共
有

す
る
仲
間
た
ち
と
関
西
を
中
心
に
演
奏

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
３
年
前
、
大
杉
倒

木
の
突
然
の
報
せ
を
受
け
て
駆
け
付
け

た
そ
の
解
体
・
搬
出
作
業
で
見
た
の
は
、

倒
れ
て
も
な
お
雄
大
で
力
強
い
生
命
力

に
溢
れ
た
大
杉
の
姿
で
し
た
。 

し
ば
ら
く
経
っ
て
、
そ
の
大
杉
で
ア
フ
リ
カ
の
太
鼓
を
作
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
考
え
、
も
ら
い
受
け
た
大
杉
の
一
部
を
ア
フ
リ
カ
の
太

鼓
を
作
成
し
て
い
る
工
房
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
太
鼓
に
適
し
た
「
幹
」

で
は
な
く
「
枝
」
部
分
で
あ
り
、
節
も
多
く
太
鼓
と
し
て
形
に
で
き
る
か

ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
ぜ
ひ
や
ら
せ
て
ほ
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
完
成
し
た
の
が
、
小
さ
い
な
が
ら

も
ア
フ
リ
カ
の
音
楽
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
要

と
な
る
太
鼓
「
ケ
ン
ケ
ニ
」
で
す
。

11

月

12

日
の
「
大
杉
音
元
」
で
は
、
岐
阜
で
活

動
し
て
い
る
友
人
の
力
を
借
り
て
大
杉
太
鼓

の
お
披
露
目
演
奏
を
し
ま
す
の
で
、
そ
の
響

き
を
ぜ
ひ
多
く
の
か
た
に
感
じ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。 
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美 術 展 受 賞 者 
第７０回瑞浪市美術展が開催されました。一般の部は 10月 19日から

22日に、瑞浪市総合文化センターにて開催されました。 

写真の部と手工芸の部に町内からも出品され表彰されました。おめで

とうございます。 

受賞者は以下の通りです。 

◆写真の部 

・奨励賞 「春のひととき」   春日井市在住   桐井 政信さん 

・入選「大きな芋なーれ」            棚橋 義光さん 

◆手工芸の部 

・入選 「花吹雪」               木村 良子さん 

・入選 「森のたまてばこ（金魚の幸運）」 

        「森のたまてばこ（愛犬ハッピーちゃん）」 須山 教子さん 

抹
茶
会
の
和
菓
子
を 

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た 

 
三
戸
蒼
介 

愛
梨 

愛
奈 

大
湫
と
秋
を
つ
な
げ
て
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
、

３
人
で
大
杉
と
イ
チ
ョ
ウ
が
思
い
う
か
ん

だ
の
で
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
、
和
菓
子
で

大
湫
の
秋
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
み
ん
な

が
お
い
し
く
食
べ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い

な
と
思
い
、
お
い
し
そ
う
な
和
菓
子
に
な
る

よ
う
に
考
え
ま
し
た
。 

小
学
校
の
登
下
校
で
大
杉
を
見
て
い
ま
す
。 

大
杉
は
た
お
れ
た
時
に
、
周
り
の
ひ
害
を
最

小
限
に
し
た
と
聞
い
て
、
大
杉
は
大
湫
を
守

る
ご
神
木
で
、
す
ご
い
木
だ
な
ぁ
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

前
回
の
お
ま
っ
茶
会
の
時
に
、 

大
杉
を
見
な
が
ら
お
ま
っ
茶
を 

い
た
だ
い
た
の
が
、
大
杉
と
の 

思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
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令和５年１０月２５日 

１０月丸森企画    

●【陶器製宿場図展示】 【１０月末日まで】 

 陶器で焼かれた宿場図、６点展示。中津川宿・大井宿・大

久手(大湫)宿・細久手宿・鵜沼宿犬山遠望・加納宿 

●『秋の丸森～フクロウ祭り』  ススキで作製したフクロウ 

 １０月出来事 
 ・ツアーで中国・台湾方面の方々が、琵琶峠を歩かれています。入国後そのまま琵琶
峠を歩き高札場に１６時半ごろの到着のため宿内や丸森の見学はされずに西駐車
場より次の場所に移動されています。週に１～２回みえています。 

 ・１６日名古屋市教育委員会 OBの方９名（名古屋市の管理で開場されていた時 
  〈当時の管理人は三戸庄次郎さん〉の関係者が来宿され１０時頃から１５時まで岳見
高原キャンプ場跡地を秋晴れのさわやかな一日を散策されました。大変懐かしく昔
話に花が咲いたことと思います。 

今後の計画                                                                     

 ・和宮様ミニ行列は総勢約３００人の行列です。竹細工の町並みと大杉を使用し丸森 

  の１０畳の部屋、２間を使い所狭しと言わんばかりの花嫁行列です。           

  (今から 162年前１８６１年１０月２８日来宿・その頃の大杉は５０８才)   

10 月の団体 （9/19～10/23）         

日付 団体名 
参加者

(人) 
国・地域 日付 団体名 参加者(人) 国・地域 

9/20 
ウオーク 

ジャパン 
10 

オーストラリア・イギ

リス・香港・台湾 
9/21 外国人ツアー 6 アメリカ 

9/26 
ウオーク 

ジャパン 
10 

アメリカ・ドイツ・

オーストラリア 
9/26 フジテレビ 6 東京 

9/28 外国人ツアー 4 オーストラリア 9/30 外国人ツアー 4 オーストラリア 

10/1 
ウオーク 

ジャパン 
10 

アメリカ・ニュージー

ランド・オーストラリ

ア・シンガポール 
10/1 ツーリング 8 国内 

 10/5 
クラブ 

ツーリズム 
10 関西 10/10 外国人ツアー 5 オーストラリア 

 

10/14 
外国人ツアー 4 ハワイ・フランス 10/15 

クラブ 

ツーリズム 
22 関西 

 

10/15 

ウオーク 

ジャパン 
11 

アメリカ・ニュージー

ランド・オーストラリ

ア・シンガポール 
10/16 

名古屋市教育

委員会 OB 
9 名古屋 

 

10/16 
外国人ツアー 6 

ニュージーランド・

オーストラリア・ 
10/17 

ウオーク 

ジャパン 
12 

アメリカ・ニュー

ジーランド・オー

ストラリア 

10/17 台湾ツアー 13 台湾 10/23 恵那俳句の会 9 恵那市 

                 
２０２３年１０月２３現在  

 

 町 外 町 内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

417人  4人 71人  7人 499人 91人 

R5,4月～ 3,681人 オープンから 51,255人 前年同月比  59.6％ 

丸森だより 





８ 

 

皆さん、たくさん利用

してください。 

大湫公民館・大湫町コミュニティ推進協議会からのお知らせ 

 

 

 リ・アップ “ひよも” だより 

《１１月のひよも活動》 

 『文化祭作品鑑賞会』 

日時：1１月３日（金・祝）１０：００～１１：００頃迄 

場所：大湫公民館 講堂 

 大湫宿お休み処 

１１月の営業日 

3日(祝) 5日 12日 19日 23日（祝） 

 

※ 当日（お急ぎ）の予約は、丸森（０５７２―６３―２４５５）へお願いします。 

 ご招待券あります。 ２枚 

利用される方は公民館へ取りに来てください。 

『三島喜美代』 遊ぶ・見つめる・創り出す  

日時 ： ９月１６日（土）～１１月２６日（日） 

場所 ： 岐阜県現代陶芸美術館 

 

 
オススメ!! 大湫分室の本 

『４～６歳の伝えたいことがわかるおうちお絵かき』  

               舟井賀世子/著  徳間書店/出版 

 こどものお絵かきには、普段気づかない気持ちや言葉があふれて 

います。それに気づくためのお手伝いをしてくれる一冊です。 

９月の大湫分室 貸出人数：1１人 貸出冊数：１８冊 

 デマンド交通 

９月利用者（大湫～日吉東部） 

３１便 延べ６０名（稼働率２５．８％） 

 青色回転灯防犯パトロール 

１１月のパトロール予定者 

上旬 : 向井 一峰 ： 纐纈 富久 

   下旬 ： 廣田 保雄 ： 小栗  司  

 

JA釜戸支店の大湫出張 

  毎週水曜日 10:00～11:00（週１回） 

  現金での入金・保険の手続き等のみとなります。 

（通帳は預けられませんので出金は出来ません） 



９ 
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会
長
日
記 

 
十
月
一
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
神
明
・ 

白
山
神
社
の
秋
の
例
大
祭
が
四
年
振
り
に
山
車
も
出
て
滞
り
無
く

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
今

年
は
天
候
不
順
（
大
雨
・
高
気
温
）
に
よ
り
稲
の
出
来
も
い
ま
い
ち

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
町
内
に
於
い
て
は
大
き
な
事
故
・
災
害
も
無

く
平
穏
な
一
年
で
有
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

十
月
末
に
は
国
交
省
の
令
和
五
年
度
「
地
域
づ
く
り
表
彰
」
の
審

査
結
果
が
発
表
さ
れ
、
全
国
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
杉
再
建
に
向
け
た
大
湫
町
の
取
組

み
「
神
明
大
杉
再
生
検
討
会
議
」
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
広
報
「
大
湫
」
12
月
号
に
て
ご
報
告
致
し

ま
す
。 

十
月
二
十
八
日
に
は
青
少
年
育
成
会
議
の
行
事
「
中
学
生
と
語
る

会
」
を
大
湫
で
開
催
し
ま
し
た
。
中
学
生
の
参
加
が
七
名
と
少
し
淋

し
い
状
況
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
真
剣
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん

の
話
を
聞
き
、
グ
ル
ー
プ
交
流
で
は
大
湫
の
良
い
と
こ
ろ
・
課
題
等

積
極
的
に
意
見
を
出
し
て
戴
き
ま
し
た
。 

 

加
藤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

10
月
1
日 

神
明
・
白
山
神
社
秋
の
例
大
祭 

 
 
 
 
     

消
防
団
市
長
点
検 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

3
日 

第
二
回
中
学
生
と
語
る
会
打
合
せ 

 
 
 
 
 
 
 

農
業
集
落
排
水
組
合
打
合
せ                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

4
日 

リ
・
ア
ッ
プ
ひ
よ
も
「
交
通
安
全
教
室
」 

 
 

5
日 

ゴ
ル
フ
の
町
み
ず
な
み
オ
ー
プ
ン
コ
ン
ペ
打
合
せ 

 

 
 

６
日 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

 
 
 
 
 
 
 

 

8
日 

神
田
区
白
山
権
現
社
例
大
祭 

 

12
日 

農
業
集
落
排
水
組
合
役
員
会 

 

15
日 

足
又
区
八
幡
神
社
例
大
祭 

 

21
日 

集
ま
ろ
う
会
「
さ
つ
ま
い
も
掘
り
」 

 

22
日 

西
森
公
園
お
披
露
目
会 

 

25
日 

令
和
５
年
度
「
地
域
づ
く
り
表
彰
」
結
果
公
表 

 

26
日
～
27
日 

連
合
自
治
会
視
察
研
修
（
山
梨
県
） 

 
28
日 

中
学
生
と
語
る
会
＝
大
湫
（
夢
づ
く
り
事
業
） 

 
29
日 

お
お
く
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
（
夢
づ
く
り
事
業
） 

 



 

編
集
後
記 

 

い
つ
ま
で
も
暑
い
、
暑
い
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
収
穫

も
終
わ
り
各
地
区
の
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
月

一
日
に
は
小
雨
の
中
、
神
明
・
白
山
例
大
祭
が
あ
り
、
四

年
ぶ
り
の
神
輿
・
山
車
の
巡
行
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
夏
祭
り
と
同
様
に
、
大
湫
の
何
処
に
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
人
が
い
た
の
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し

た
。
普
段
は
静
か
な
町
で
す
が
、
賑
や
か
な
ほ
う
が
活
気

が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。 
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